
        

 

 

 

 

 

 

 

阿山
あ や ま

小
しょう

マニフェストについて 

 令和
れいわ

６（２０２４）年度
ねんど

阿山
あやま

小
しょう

の学校
がっこう

マニフェストを紹 介
しょうかい

します。本年度
ほんねんど

、本校
ほんこう

がめざす教 育
きょういく

活動
かつどう

の方向性
ほうこうせい

と学校づくり
が っ こ う

について、その基本
きほん

姿勢
しせい

を定
さだ

めました。今年
ことし

一
いち

年
ねん

、教 職 員
きょうしょくいん

が 心
こころ

のスクラムを

組
く

んでマニフェスト実現
じつげん

に向けて
む   

取り組んで
と  く   

いきますので保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

・地域
ちいき

の方
かた

・阿山
あやま

小
しょう

に関わる
かか    

す

べての方
かた

のご 協 力
  きょうりょく

よろしくお願い
 ね が  

します。 

 

学校
がっこう

教育
きょういく

目標
もくひょう

 

確か
たし  

な学力
がくりょく

と豊か
ゆ た  

な心
こころ

を身
み

につけ、なかまとともにたくましく生きる
い   

子ども
こ   

の育成
いくせい

 

                  ～「喜んで
よろこ   

登校
とうこう

」「満足
まんぞく

して下校
げ こ う

」できる学校
がっこう

に～ 

 

 

めざす子ども
こ   

像
ぞう

   

自主的
じしゅてき

・協 力 的
きょうりょくてき

に生活
せいかつ

をきりひらき、地域
ち い き

の人
ひと

とともに「あやま」を大切
たいせつ

にしようとする子
こ

 

あたたかい心
こころ

・・・自分
じ ぶ ん

もなかまも大切
たいせつ

にし、「いのち」を大切
たいせつ

にする子
こ

（人権
じんけん

） 

やる気
き

いっぱい・・夢
ゆめ

や希望
き ぼ う

に向かって
む    

ねばり強く
づ よ  

取り組み
と  く  

、進んで
すす   

仕事
し ご と

にはげむ子
こ

  

（キャリア） 

まなぶ意欲
い よ く

・・・・なかまとともに聴き合い学び合い
き  あ  ま な  あ  

、感性
かんせい

豊か
ゆ た  

に表現
ひょうげん

する子
こ

（学力
がくりょく

） 

 

 

努力
どりょく

目標
もくひょう

   

【喜んで
よろこ   

登校
とうこう

・満足
まんぞく

して下校
げこう

し、「学校
がっこう

に行く
い  

のが楽しい
たの   

」と感じる
かん   

子
こ

ども１００％をめざします。】 

１ 一人
ひとり

ひとりの存在
そんざい

や思い
おも 

が大切
たいせつ

にされるなかまづくり（人権
じんけん

・同和
どうわ

教 育
きょういく

の推進
すいしん

） 

★一人
ひとり

ひとりの存在
そんざい

や思い
おも 

が大切
たいせつ

にされる人権
じんけん

学 習
がくしゅう

を進
すす

めます。     

【「自分
じぶん

のことが好き
す  

だ」と感じる
かん   

子ども
こ   

９０％以上
いじょう

】 

・くらしの交 流
こうりゅう

などを通
とお

し、お互
たが

いのことを知
し

り合
あ

いわかり合
あ

えるなかまづくりに取
と

り組
く

みます。 

★一人
ひとり

ひとりの違い
ちが  

を認め合う
みと  あ  

なかまづくりを進
すす

めます。    

【「自分
じぶん

もまわりの人
ひと

も大事
だいじ

にしている」と言える
い   

子
こ

ども８５％以上
いじょう

】 

・安心
あんしん

して過ごせる
す   

ルールや違い
ちが 

を認め合える
みと  あ    

関係
かんけい

を大切
たいせつ

にします。 

阿山
あ や ま

小
しょう

だより 喜んで
よろこ      

登校
と う こ う

 満足
ま ん ぞ く

して下校
げ こ う

 

                                    Ｎｏ．６  令和
れ い わ

６（２０２４）年
ねん

 水
み

無月
な づ き

 ６月
がつ

１８日
にち

 

 

 



★保
ほ

小 中
しょうちゅう

連携
れんけい

を大切
たいせつ

にし「なかまづくり・自分
じぶん

づくり・地域づくり
ちいき     

」の取り組み
と  く  

を進
すす

めます。 

 

２ 自信
じしん

をもって個性
こせい

豊か
ゆた  

にたくましく生きる
い   

力
ちから

の育成
いくせい

（キャリア教 育
きょういく

の推進
すいしん

） 

★地域
ちいき

社会
しゃかい

で活躍
かつやく

する人
ひと

の生き方
い  かた

に学
まな

びます。        

【「将 来
しょうらい

に夢
ゆめ

や希望
きぼう

を持って
も   

いる」と感じる
かん   

子ども
こ   

９０％以上
いじょう

】 

・地域
ちいき

・企業
きぎょう

と協 働
きょうどう

しながら、出会い
で あ  

学 習
がくしゅう

や体験
たいけん

学 習
がくしゅう

に取り組
と  く

みます。 

★子ども
こ   

たちも教 職 員
きょうしょくいん

も笑顔
えがお

であいさつをします。      

【「気持ち
き も  

のよいあいさつができる」と言える
い   

子ども
こ   

９０％以上
いじょう

】 

 

 

３ 安心感
あんしんかん

・わくわく感
かん

・達成感
たっせいかん

のある授 業
じゅぎょう

の創造
そうぞう

（学 力
がくりょく

の向 上
こうじょう

） 

★よくわかる授業づくり
じゅぎょう      

に取り組
と  く

みます。 

安
あん

 心
しん

 感
かん

 【「学 習
がくしゅう

の進め方
すす かた

がわかりやすい」と感じる
かん   

子ども
こ   

９０％以上
いじょう

】 

・「めあて」「まとめ」「ふり返り
かえ 

」を提示
ていじ

します。（学 習
がくしゅう

の流れ
なが  

や見通しがわ
みとお     

かる安心感
あんしんかん

） 

・子ども
こ   

たちの 話
はなし

をしっかりと聴きます
き    

。（先生
せんせい

が聴いて
き   

くれているという安心感
あんしんかん

） 

・「わからなさ」を大切
たいせつ

にした授 業
じゅぎょう

を行 い ま す
おこな       

。（「わからない」と言える
い   

安心感
あんしんかん

） 

 

わくわく感
かん

【「勉 強
べんきょう

はよくわかる」「本
ほん

を読
よ

むのが楽
たの

しい」と言える
い   

子ども
こ   

８０％以上
いじょう

】 

・授 業
じゅぎょう

の中
なか

に「読む
よ  

・書く
か  

・聞く
き  

・話す
はな  

」活動
かつどう

を入れます
い    

。（様々
さまざま

な活動
かつどう

があるわくわく感
かん

） 

・授 業
じゅぎょう

の中
なか

にＩＣＴ機器
き き

の活用
かつよう

や探究的
たんきゅうてき

な活動
かつどう

を入れます
い   

。 

（見つける
み    

喜び
よろこ 

があるわくわく感
かん

） 

・読書
どくしょ

カード等
とう

を活用
かつよう

し読書
どくしょ

活動
かつどう

を充 実
じゅうじつ

します。   （新しい
あたら    

出会い
で あ  

があるわくわく感
かん

） 

 

達
たっ

 成
せい

 感
かん

 【「自分
じぶん

で考えて
かんが    

学ぶ
まな 

ことが楽しい
たの   

」と言える
い   

子ども
こ   

８０％以上
いじょう

】 

・自分
じぶん

で考 え 続 け る
かんが   つづ      

子ども
こ   

を育てます
そだ     

。（話し合い
はな  あ   

ができたという達成感
たっせいかん

） 

・授 業
じゅぎょう

の中
なか

での自ら
みずか 

進んで
すす   

発言
はつげん

できるように取り組みます
と  く    

。（根拠
こんきょ

や過
か

程
てい

を話せた
はな   

という達成感
たっせいかん

）  

 新聞
しんぶん

を活用
かつよう

し言語力
げんごりょく

を身
み

につけます。 

  ・【「家庭
かてい

学 習
がくしゅう

（10分
ぷん

程度
ていど

×学年
がくねん

）や自主
じしゅ

学 習
がくしゅう

に取り組んだ」と言える子ども７０％以上】 

学 習
がくしゅう

がんばりカードに取
と

り組
く

みます。     （毎日取り組み
まいにちと   く   

成果
せいか

が出た
で  

という達成感
たっせいかん

） 

 

４ 特別
とくべつ

支援
しえん

教 育
きょういく

の充 実
じゅうじつ

 

・可能性
かのうせい

を伸ばす
の   

ために、自立
じりつ

活動
かつどう

を取り入れた
と  い   

活動
かつどう

を行う
おこな 

とともに、「共
とも

に学び
まな 

、共
とも

に育つ
そだ 

」 

教 育
きょういく

をすすめます。 

・学校
がっこう

と保護者
ほ ご し ゃ

がしっかりと連携
れんけい

し、「一緒
いっしょ

に考 え
かんが  

、支援
しえん

すること」を大切
たいせつ

にします。 

・第
だい

４学年
がくねん

を中 心
ちゅうしん

に手話
しゅわ

学 習
がくしゅう

に取
と

り組
く

みます。 

 

 



 

５ 地域
ちいき

と保護者
ほ ご し ゃ

ともにある学校
がっこう

づくり 

★学校
がっこう

の教 育
きょういく

活動
かつどう

や子ども
こ   

たちの様子
ようす

を地域
ちいき

・保護者
ほ ご し ゃ

にお知
し

らせします。 

【ＨＰ発信
はっしん

】
）

【学校
がっこう

・学年だより
がくねん      

 年
ねん

１２枚
   まい

以上
いじょう

】
）

 

・ＨＰや学校
がっこう

だより・学年
がくねん

通信
つうしん

・学 級
がっきゅう

通信
つうしん

を通して
とお    

子ども
こ   

たちの 姿
すがた

をお知
し

らせします。 

・地域
ちいき

・保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

の行事
ぎょうじ

や学 習
がくしゅう

参観
さんかん

等
など

の機会
きかい

を設
もう

けます。 

・学校
がっこう

運営協
うんえいきょう

議会
ぎかい

等
など

（保護者
ほ ご し ゃ

や地域
ちいき

）の意見
いけん

を取
と

り入
い

れた学校
がっこう

づくりを進
すす

めます。【９０％以上
いじょう

】 

 

【ＰＴＡ努力
どりょく

目 標
もくひょう

】 

・自分
じぶん

から進
すす

んで笑顔
えがお

であいさつします。  

・「ありがとう」の気持
き も

ちをきちんと伝
つた

えます。 

・自分
じぶん

もまわりの人
ひと

も大切
たいせつ

にします。 

・家族
かぞく

で話
はな

す時間
じかん

をつくります。 

・早寝
はやね

、早
はや

起
お

き、朝
あさ

ごはん。 

 

【教 職 員
きょうしょくいん

も元気
げんき

に】 

【「 働
はたら

き方
かた

改革
かいかく

への意識
いしき

を高
たか

めた」と言
い

える教 職 員
きょうしょくいん

 ８０％以上
いじょう

】 

【「コンプライアンス（法令
ほうれい

遵 守
じゅんしゅ

）の意識
いしき

を高
たか

めた」と言
い

える教 職 員
きょうしょくいん

 １００％】 

・教 職 員
きょうしょくいん

が元気
げんき

に子
こ

どもたちと向
む

き合
あ

えるように、総勤務
そうきんむ

時間
じかん

の削減
さくげん

に努
つと

めます。 

・ 働
はたら

き方
かた

を見直
みなお

し、ワーク・ライフ・バランスを大切
たいせつ

にし、水曜日
すいようび

は定時
ていじ

退校
たいこう

に努
つと

めます。 

・コンプライアンス研 修
けんしゅう

を 行
おこな

います。 

 

「ながら見守
み ま も

り」のお願
ねが

い 

 日頃
ひごろ

より、PTAの方々
かたがた

や地域
ちいき

の方々
かたがた

には、子
こ

どもたちの登
とう

下校
げこう

時
じ

における安全
あんぜん

確保
かくほ

のため、子
こ

どもと

一緒
いっしょ

に歩いていただいたり、横断
おうだん

歩道
ほどう

に立
た

っていただいたりするなど、ご 協 力
きょうりょく

いただいておりま

す。ありがとうございます。 

「ながら見守
みまも

り」とは、誰
だれ

でも気軽
きがる

にできる防犯
ぼうはん

活動
かつどう

です。 

下記
か き

のような普段
ふだん

どおりの生活
せいかつ

の中で・・ 

 ・ウォーキングやジョギングしながら 

・犬
いぬ

の散歩
さんぽ

をしながら 

・花
はな

の水
みず

やりをしながら 

・通勤
つうきん

しながら 

・農作業
のうさぎょう

をしながら 

など、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

をしながらの「ながら見守
みまも

り」のご 協 力
きょうりょく

をよろしくお願
ねが

いします。 

  

【 文責
ぶんせき

 岡島
おかじま

加世子
か よ こ

 】 


